
化
学
農
薬
に
依
存
し
な
い

病
害
虫
防
除
技
術

～
新
規
土
壌
還
元
消
毒
の
紹
介
～

が
っ
て
、
作
物
に
有
害
な
病
原
菌
や
害

虫
は
酸
欠
状
態
と
な
っ
て
窒
息
し
ま
す
。

ま
た
、
増
殖
し
た
微
生
物
が
有
機
物
を

分
解
し
て
出
て
く
る
有
機
酸
も
、
有
害

な
土
壌
病
害
虫
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す

（
図
参
照
）。

　

米
ぬ
か
や
フ
ス
マ
に
代
わ
る
新
た
な
資

材
が
、「
糖
含
有
珪
藻
土
」
と
「
糖
蜜
吸

着
資
材
」
で
す
。
水
に
溶
け
や
す
い
糖

を
含
ん
で
い
る
た
め
、
灌
水
チ
ュ
ー
ブ
を

用
い
て
灌
水
す
る
こ
と
で
、
糖
を
含
む

水
が
土
壌
の
奥
深
く
ま
で
浸
透
し
、
深

さ
60
セ
ン
チ
程
度
ま
で
還
元
状
態
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
米
ぬ
か
や
フ
ス

マ
を
使
用
し
た
と
き
と
比
べ
て
悪
臭
が

少
な
く
、
糖
蜜
の
よ
う
に
液
肥
混
入
器

な
ど
で
希
釈
す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

（
１
）
糖
含
有
珪
藻
土

　

糖
含
有
珪
藻
土
は
、
う
ま
味
調
味
料

の
基
と
な
る
ア
ミ
ノ
酸
を
生
産
す
る
過

程
で
生
じ
る
も
の
で
す
。
粉
状
で
消
毒

時
の
臭
い
が
少
な
い
た
め
取
り
扱
い
や

す
く
、
米
ぬ
か
や
フ
ス
マ
よ
り
も
多
く

の
糖
を
含
ん
で
い
ま
す
。
窒
素
、
リ
ン

酸
、
カ
リ
ウ
ム
の
含
有
量
は
米
ぬ
か
や

フ
ス
マ
に
比
べ
て
少
な
い
で
す
が
、
土

壌
還
元
消
毒
後
の
土
壌
で
は
窒
素
成
分

が
増
加
す
る
た
め
、
基
肥
の
施
用
量
は

減
ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
２
）
糖
蜜
吸
着
資
材

　

糖
蜜
吸
着
資
材
は
、
大
豆
の
皮
に
サ

ト
ウ
キ
ビ
の
糖
蜜
が
吸
着
し
た
乳
牛
な

ど
の
家
畜
飼
料
で
す
。
粒
状
で
消
毒
時

の
臭
い
が
少
な
い
た
め
取
り
扱
い
や
す

く
、
自
然
物
由
来
の
資
材
で
安
全
で
す
。

ま
た
、
糖
含
有
珪
藻
土
よ
り
も
窒
素
、

リ
ン
酸
、
カ
リ
ウ
ム
の
含
有
量
が
多
く
、

特
に
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

糖
含
有
珪
藻
土
、
糖
蜜
吸
着
資
材
、

糖
蜜
、
米
ぬ
か
・
フ
ス
マ
、
土
壌
く
ん

蒸
剤
（
ダ
ゾ
メ
ッ
ト
剤
）
に
つ
い
て
は
、

経
費
や
特
徴
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ

ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
還

元
消
毒
資
材
の
利
用
は
、
一
般
的
に
初

期
の
導
入
コ
ス
ト
が
や
や
高
い
で
す
が
、

簡
単
な
処
理
で
よ
り
高
い
消
毒
効
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
規
還
元
土
壌
消
毒
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
農
研
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
新

規
還
元
土
壌
消
毒
を
主
体
と
し
た
ト
マ

ト
地
下
部
病
害
虫
防
除
体
系
標
準
作

業
手
順
書 

Ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
１
．
１

（
２
０
２
１
年
４
月
改
訂
）
を
参
照
く

だ
さ
い
。

　

当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
化
学
農
薬

に
依
存
し
な
い
新
た
な
土
壌
消
毒
方
法

と
し
て
、
地
域
に
普
及
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の

あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
施
設
で
の
野
菜
栽
培
で
、
土

壌
病
害
虫
に
よ
る
被
害
が
拡
大
し
、
安

定
生
産
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。
深
谷
市
で
も
、
き
ゅ
う
り
や
ト

マ
ト
類
の
施
設
栽
培
で
、
萎
凋
病
や
ネ

コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
よ
る
被
害
が
発
生

し
て
い
る
状
況
で
す
。
対
策
と
し
て
土

壌
消
毒
が
有
効
で
す
が
、
土
壌
く
ん
蒸

剤
は
人
体
や
環
境
へ
の
影
響
が
大
き
く
、

太
陽
熱
の
利
用
は
天
候
に
左
右
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
新
た

な
資
材
を
用
い
た
、
新
規
土
壌
還
元
消

毒
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

土
壌
還
元
消
毒
と
は
、
米
ぬ
か
や
フ

ス
マ
な
ど
の
有
機
物
を
土
壌
に
混
ぜ
て

灌
水
し
、
ビ
ニ
ー
ル
で
土
壌
表
面
を
被

覆
し
て
太
陽
熱
な
ど
で
加
熱
す
る
方
法

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
土
壌
に
混
入
さ

れ
た
有
機
物
を
エ
サ
に
し
て
土
壌
中
の

微
生
物
が
活
発
に
増
殖
す
る
こ
と
で
、

土
壌
中
の
酸
素
が
一
気
に
消
費
さ
れ
て

土
壌
が
還
元
状
態
に
な
り
ま
す
。
し
た

2  

土
壌
還
元
消
毒
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

３  

新
規
土
壌
還
元
消
毒
に
つ
い
て

1  
は 
じ 

め 

に

４  

最 

後 

に

埼玉県マスコット
「コバトン」

図　土壌還元消毒のメカニズム


